
1 

 

 

 

平成 23 年 9月 28 日 

電通総研『食生活ラボ』が節電による「この夏の調理の変化」を調査 

～ この夏の食卓は“麺もの”が増え、“揚げもの”が減少 ～ 

電通総研では、生活者の食生活実態や食意識、食トレンド等を分析し、提案・発信するプロジェクト

『食生活ラボ○R 』を今春より始動しております。このたび、「この夏、節電は家庭の食生活にどのような

影響を与えたのか」を把握する目的で、全国 1200 名を対象に「節電による調理メニューへの影響」を

調査いたしました。 

この夏は猛暑に加え、原発稼働停止の広がり等を背景に、家庭・企業を問わず積極的な節電が求

められ、家庭ではエアコンの温度設定見直しなどが行われました。節電によって、例年よりも高い室

温のなか、熱を使うことも多い調理にはどのような変化があったのでしょうか。以下、調査結果のトピ

ックスをご紹介いたします。 

 

この夏の節電で 

調理は「省･時間」「省･無駄」「省･手間」「省･熱」の４省傾向 

① この夏の節電で、４割の人の料理に変化あり 

・調理では、できるだけ「短時間」で「手間をかけず」と「熱源（火）を使わない」ように、 

 また食材は「残さず使い切る」など無駄を出さない傾向がみられた。 

② 節電によって食卓にのぼる回数が増えたのは“麺もの”、減ったのは“揚げもの” 

・節電で、例年の夏に比べて今年の夏に食卓にのぼったメニューの変化は以下のとおり。 

【増えたメニュー】 

 ・「そうめん/ひやむぎ」や「うどん/そば」など“麺もの”のほか、「冷ややっこ」や 

  「サラダ」、「酢のもの」、「納豆」など、火や調理器具を使わずに作れるメニューが 

  上位に。 

【減ったメニュー】 

 ・「天ぷら」や「とんかつ」といった“揚げもの”のほか、「グラタン/ドリア」「すき焼き/ 

  しゃぶしゃぶ」など、火を使ってアツアツで食べるメニューが減少。 

＜調査の概要＞ ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

調査対象：全国（47都道府県）、20～69歳、男女個人（学生除く）、1200名 

調査時期：平成23年9月3日（土）～9月4日（日） 

調査手法：インターネット調査 

＜このリリースに関するお問い合わせ＞ ―――――――――――――――――――――――――――― 

（株）電通  電通総研 ヒューマン・インサイト部 四元、大屋 ＴＥＬ：０３－６２１６－８４５８ 

調査結果トピックス 
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① この夏の節電で、４割の人の料理に変化あり 

・自分で調理をする人のうち、この夏、節電のために調理をするうえで変化があった人は、全体の４割。 

男女別でみると、男性は３１％なのに対して女性では４４％と総じて高く、また既婚者のほうが高い。 

・震災による料理の変化の内容は、できるだけ「時間」を短く、「手間」をかけず、「熱源（火）」を 

使わないという“料理に関わるエネルギーを省く工夫”と、食材は残さず使い切る、日持ちのする食

材を使うなどの“食材を無駄にしない工夫”がみられた。 

・ちなみに、ふだん自分で料理をする人は、女性では９４％、男性では５３％。 

女性は、「日常的にする」人が８割を占めるが、男性では２割弱。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の概要 
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② 節電によって食卓にのぼる回数が増えたのは“麺もの”、減ったのは“揚げもの” 

節電で料理に変化があった人に対し、例年の夏に比べ 

食卓にのぼる回数に増減があったメニューを聞いた。 

【増えたメニュー】 

・増えたのは“麺もの”が多く、「そうめん/ひやむぎ」 

 をはじめ、「うどん/そば」など冷たくのど越しがよい 

 ものが、食卓にのぼった様子がうかがえる。 

・また、「酢のもの」や「あえもの」、「冷ややっこ」、 

 「野菜サラダ」、「納豆」など、火や調理器具を使わず  

 に作れる冷たいメニューが上位にあがった。 

・そのほか大勢の分を一度にまとめて作れる、作り置き 

 ができるといった理由からか「カレーライス」「おに 

 ぎり」などの“ご飯もの”も増加傾向。 

【減ったメニュー】 

・一方で、減ったのは「天ぷら」や「とんかつ」などの 

 “揚げもの”。 

・また、「グラタン/ドリア」「すき焼き/しゃぶしゃぶ」 

 や「鰻のかば焼き」、「ラーメン」など、熱々で食べる 

 料理や、こってりとしたメニューは減少した。 

Ｑ.例年の夏に比べて、食卓にのぼる回数が変わったものをお知らせください。 
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